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　神奈川県中
小企業・小規

模企業活性化
推進条例に基

づき、毎年２月
を推進月間と

し、関係者一
体

となって中小
企業振興を推

進することを
定めており、商

工会議所や商
工会・県産業

振興センター
など

で月間を通じ
様々なイベン

トが開催され
ます。

で月間を通じ
様々なイベン

トが開催され
ます。
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オーラルフレイ
ルの予防で健康

・長寿を

神奈川県が全国
に先駆けて取り

組み

高齢・長寿化が
進む中、高齢者

の健康のため
にはきちんとし

た栄養の摂

取、適度な運動
、人とのコミュ

ニケ―ションを
図る社会参加

が欠かせない
と

いいます。そし
て歯と、呼吸、

話す、食べる、
飲み込む、表情

を豊かにするな
ど

多くの機能を受
け持っているお

口（口腔）は人
の体にとって随

分と大事な器

官です。高齢者
になると衰えた

状態（フレイル
）となり、放置し

ておくと介護が

必要な生活へ
つながってしま

う恐れもありま
す。神奈川県で

はこれらの健康

促進のため２０
１１年３月に「歯

及び口腔の健
康づくり条例」

を制定して施
策

を展開してきま
したが、さらに

２０１６年度か
ら「歯にプラス

してオーラルフ
レ

イルの予防推
進の視点に立

った健康対策
」を全国の自治

体に先駆けて
取り

組んでいます
。

県は２０１６年
度、県歯科医師

会に依託して
オーラルフレイ

ルの実態調査
を行い、３２９７

人を調べました
。歯科診

療所を訪れた１
８２２人のうち

該当者は２４・
１％でしたが、

介護施設入所
者・在宅者では

１４７５人のう
ち６７・２％で

した。２０１７年
度にはオーラル

フレイル改善プ
ログラム４００

部を製作・利用
して兆候のあ

る人を対象に
改善効果の

検証を重ねて
きました。プロ

グラムは「口腔
機能とは？　食

生活が不自由
な状態での症

状は？　口腔機
能を向上さ

せるための２大
要素」「摂食嚥

下機能につい
て」「噛む力」「

誤嚥

性肺炎って？」「
お口まわりの筋

肉」などについ
てイラスト入り

で

分かりやすく説
明しています。

これに続いて
県では２月をめ

どにオーラルフ
レイル予防の

た

めのハンドブッ
ク６０００部を

作り、県歯科医
師会会員、県の

関

係施設、県内３
３市町村などに

配って活用して
もらうことにし

て

おり、高齢者な
どが歯科医師

会会員の診療
所などでオーラ

ルフ

レイルについ
て質問や相談

があれば応じて
くれます。また

県議

会では３月下旬
に開かれる定

例会本会議で
、従来の「歯及

び口

腔の健康づくり
条例」にオーラ

ルフレイルの視
点を入れ込ん

だ

改正案を審議・
採決する予定

です。

県政を

身近に
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歯と呼吸、話す
、食べる、飲み込

むなどお口の機
能の低下
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　「オーラルフ
レイル」の概

念は未だ新し
く、考え方の普

及

には先ず「オ
ーラルフレイ

ル」の

言葉を広める
事が重要です

。「神奈川県歯

及び口腔の健
康づくり条例

」を改定し、条
例

に「オーラルフ
レイル」を入れ

ることで県民

への普及・啓
発が進むので

はないかと考
え

ます。

絹 世 の

石仏とは、寺や

神社の境内
、辻

などの道端な
どで見られる

石の仏像や神
像を言います

。

磯子区内の石
仏が造られた

時代は、殆どが
江戸時代以後

のもので、その
種類は庚申塔（

青面金剛・三猿
）・馬

頭観音（像と碑
）・石地蔵・道祖

神などがありま
す。

庚申塔…中国
より伝来した

道教に由来す
る庚申信仰に

基づいて建て
られた石塔を

言います。これ
は、人体に

宿る三尸虫（さ
んしちゅう）と

いう３種類の
悪い虫が棲み

、人が寝ている
間に人間の悪

事を天帝（天に
居て万物

を支配する神
）に報告に行く

ことを防ぐた
め、庚申の日（

６０日に１回）
は、人々が集ま

り寝ずに過ご
す「庚申待」

の風習による
ものです。これ

が平安貴族の
間で始まりまし

たが近世にな
ると庶民の間

にも広まりまし
た。その集

まりを「庚申講
」と言い、３年

間１８回の講を
続けた記念に

建てられるこ
とが多いと言

われています
。 国内では、

沖縄地方以外
に分布してい

て、磯子区内に
は少なくとも３

０以上の庚申
塔があります。

その多くは寺
社境内、参

道に建立され
ていますが、古

道の路傍（境界
）に置かれてい

るものもありま
す。 次号より幾

つかの庚申塔
を紹介

いたします。　
　　　　　　

　　　　　　
　　　　　　

　　　　　

　昨年10月22日に台風により中止となった共生の理念を広めるイベント「みんなあつまれ」が3月17日（土）・

18日（日）の2日間（10：00～17：00、横浜赤レンガ倉庫イベント広場）で開催されます。障がいのあるアート

作家のアート展やパラスポーツの体験、障がい福祉サービス事業所が菓子やパンなどの販売を行います。

作家のアート展やパラスポーツの体験、障がい福祉サービス事業所が菓子やパンなどの販売を行います。
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県の「未病」施策推進の拠点施設「BIOTOPIA」　大井町に新設、まず中心部分を４月に開設
「生き生きと健康に暮らせる社会づくり」のため「未病」（健康ではないが病気までにはなっていない生活習慣病な

どの状態）を改善する施策を推進している神奈川県では、このため
の拠点施設づくりを大井町、コーヒー通販会社・ブルックスホール
ディングス（本社・横浜市）とともに進めており、近く完成する中心施
設部分を４月にオープンすることにしています。県では２０１５年３月、県西地域活性化プロジェクト事業として県
西地域に「未病いやしの里センター（仮称）」を新設することにして
作業を進め、２０１６年に大井町にある同社所有の約６０ヘクタール
の用地に３期に分けて施設をつくることにしました。ここは同社が旧
第一生命大井事業所を建物ごとそっくり入手したもので、施設はこ
の建物を改修利用します。２０１７年度に着工し、３期に分けて整備。
順次、今春、２０２０年度内、２０２１年度以降に完成します。未病いや
しの里センターの正式名称は昨年度、未病バレー「BIOTOPIA」（ビ
オトピア）に決まりましたが、「BIO」と「UTOPIA」を組み合わせた造
語で「いのち輝く社会を実現する理想郷」という思いが込められた
ものといいます。
第１期分として４月に開設されるのは中心施設の「ME-BYOコア

センター」や「スポーツゾーン」「里山体験林」「森のがっこう」
「わんぱくパーク」「ドッグラン」「桜パーク」などですが、同セン
ターには未病に関する情報入発信、体を動かしてみるなどの県
の展示施設（工事費約１億９３７５万円＝うち２分の１は国の交
付金を活用）全体やヘルシーフードの販売施設・レストラン、
キッチンスタジオなどが設けられます。「BIOTOPIA」は東名高速道路の大井松田インターチェンジ
に近接したところにあり、電車では小田急線新松田駅からバス
が連絡しています。オープン日や開設時間など利用に関する情
報は３月中旬ごろから県のホームページで案内することにして
いるということです。

県政を

身近に

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森のがっこう（BIOTOPIAアカデミー） 

 ME-BYOコアセンター（本館＋マルシェ棟＋体育館）
・県展示施設  ・未病メッセ・サテライトオフィス「WakWork」・交流ラウンジ・ヘルシーフード・マルシェ・ヘルシーフード・レストラン・キッチンスタジオ・屋内スポーツ施設

わんぱくパーク 

ドッグラン  

里山体験林 

スポーツゾーン 

にぎわいゾーン 

いやしゾーン 

里山ゾーン

・森のみち（遊歩道）（一部森林セラピーロード認定取得予定） 

スポーツフィールド 

森のみち（遊歩道）

桜パーク 

銀杏並木

未病バレー「BIOTOPIA」全体配置図 
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　ME-BYOコアセンター内の県展示施設では未病という概念にふれる事が出来るので、県民に「未病」の概念が広がる機会となります。また、BIOTOPIAが人口減少が進む県西地域の活性化につながることが期待出来ます。

絹
世 の

昭和41年から開発が始まった洋光台、以前はこの辺りを矢部野と呼んでいまし
た。現在、洋光台5丁目公園隣りの共同墓地の入り口にある庚申塔は、長方形の石
塔の上部に笠のようなものを乗せた「笠付き庚申塔」と呼ばれるものです。側面に
は「矢部野村講中」、反対側には「享保6（1721）年2月」と刻まれています。
また、設立時期は不明ですが、村では60日に1回の夜に「庚申講」と呼ばれる集ま

りがあり、順繰りに当番の家に集まって自家製のそばを食べたり、酒を呑んだりして
一夜を明かす風習があり、洋光台開発時近くまで行われていました。地元の70代の
方は「庚申講に参加する人たちは、その日の昼から何も食べずに空腹にして講に参加していました。それでも食

べ方を工夫しないとすぐに満腹になって朝までもたなかった。庚申講は村の人たちの数少ない楽しみの一つ

だった」と話していました。

参考：磯子の史話・矢部野の頃洋光台の昔・地元の方々のはなし

　5月は「消費者月間」で
す。平成28年度の県内

の消費生活センター等
で受け付けた消費生活

相談件数は、

６万９千件にのぼり、高
齢者の消費者被害の増

加やインターネットの普
及等により、消費者問題

が一層多様

化、複雑化しています。
こうした消費生活問題

に対応するため、県では
今年3月に「神奈川県消

費生活条例」

を改正しました。 
化、複雑化しています。

こうした消費生活問題
に対応するため、県では

今年3月に「神奈川県消
費生活条例」

を改正しました。 
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箱根の火山活動、農水産物
育成への対策など

神奈川県議会・環境農政常
任委員会関係予算

 一般会計をはじめとす
る神奈川県の２０１８年

度当初予算（総額３兆９
８７４億円）が３月の県議

会第一回定例会で可

決・成立しましたが、この
うち私が副委員長を務め

ている環境農政常任委
員会に関係した当初予

算は、一般、特別の両会

計合わせて３６２億６００
万円と前年度より０．８％

の増となっています。環
境や農水産業への対策

は県民の快適な生活や

これに密着した地域の産
業振興にとってとても大

切な役割を担っています
。「ポリ塩化ビフェニル廃

棄物処理推進」「アス

ベスト環境調査」「ツキノ
ワグマ、イノシシの対策

」「農地集約推進事業」「
木質バイオマス供給施

設整備費補助（国庫事

業）」など地道なものが多
い一方、地域に密着した

産業を推進するために
多彩な事業も組み込まれ

ています。この中から

着目したいくつかを取り
上げてみるとー。 

≪箱根の火山活動から安
全を護るためのシェルタ

ーの新設など自然公園の
整備≫ 

　２０１５年に箱根の火
山活動が活発化したこと

で大涌谷への立ち入り
が規制されたことで県の

代表的な観光地は大き

な打撃を受けました。こ
のため県では２０１７年度

から大涌谷自然研究路に
沿ってシェルター付きの

展望台７基（３０～３００

人、計約８００人収容）を
新設したり、老朽化した

公園園路の整備を行って
おり、本年度当初予算は

３億３６１１万円。来年度

上半期の完成をめどにし
ています。 

≪県育成のトマト・湘南ポ
モロンの付加価値を高め

るため

の栽培試験≫ 
　県農業技術センタ̶

が２０１３年度、一般的な
トマトの１．５倍の　

リコピンを含むトマトを開
発。３年間をめどに農家

の栽培実用のため

の試験に取り組みます。
本年度分の予算は６５０

万円。 

≪アユの中間育成施設整
備補助≫ 

　県内水面漁協連合会
が厚木に設置している中

間育成施設整備事

業への補助です。 

　アユは厚木の名産品
。老朽化して使えなくな

った６面の飼育池を

整備します。事業予算９３
５０万円のうち県費の補

助は２３３７万円。 

≪東京湾貧酸素水塊対策
研究≫ 

　江戸前ブランド「小柴
のシャコ」の漁獲が２００

８年以降ほぼゼロ

の深刻な状況になってお
り、磯子地先の海底地形

土の詳細な分析を

行い海底に住む生物の
生息状況を調べたり、東

京湾沿岸域の貧酸

素水塊の発生状況把握
や動向予測技術の開発

を行います。

予算は８００万円。 

県政を

身近に
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　環境農政常任委員会
での

事業は、生活環境・自然
環境の

保全や農林水産業の活
性化など

県民の身近な生活に関
するものです。県民

の快適な生活や密着し
た地域の産業振興

を進めるためにも平成
30年度予算が適切

に執行されるよう注視し
ていかねばなりませ

ん。また、本県において
は今後人口減少が進

みます。人口というのは「
人の口」。人口減少

は人の口が減る事、国内
の食料消費が減少

していく事であり、神奈
川の農水産業を活

性化させるためには、
今後新たな取り組み

を進める必要があります
。

絹 世 の

　昨年7月より改修工事を行っていた、「県立大船フラワーセンター（愛称：日比谷花壇大船フラワーセン

ター）」が4月1日よりリニューアルオープンしました。玉縄桜広場の新設やこれから見頃を迎えるしゃくやく・

ぼたん園が拡張され、これからの時期沢山の花が楽しめます。

ぼたん園が拡張され、これからの時期沢山の花が楽しめます。

あらい絹世の
県議会議員

  っ子
レポート
磯  磯  磯  磯  磯  磯  磯磯磯  磯  磯  磯  磯磯磯磯磯  磯  磯磯磯 子

共生社会実現、防災、子育て支援などに重点
一般会計１兆８３２８億円 神奈川県の２０１８年度当初予算
一般、特別、企業の３会計を合わせ総額３兆９８７４億円（前年度より２１．８％増）に上る神奈川県の２０１８年度当初予

算案が県議会第１回定例会に提案され、３月２３日の同定例会本会議で採択されました。このうち県民生活に影響の大

きい一般会計は１兆８３２８億円で２年連続して前年度よりマイナスとなりましたが、政令市に税源移譲した教員人件費

１３５３億円分を除くと前年度より１．４％増となっています。来春、２期目の任期が終わる黒岩知事は「２０１８年度はこれ

までの取り組みの総仕上げの１年。攻めの姿勢で臨んだ」と位置づけ、「共生社会の実現、防災、子育てや中小企業の支

援、東京五輪・ラグビーワールドカップを見据えた観光客の誘致、未病対策などに重点・力点を置いた」としています。

少子高齢化が急ピッチで進む日本では都道府県や市町村といった地方自治体の見直しがいわれ、都道府県

には市町村の背中を押す広域自治体としの機能が注目されていますが、県の新年度予算案では、未病を看板

にした県西、ロボットの相模川流域などの地域の振興事業、私立高校生徒の授業料無償化の拡大、災害への

迅速な対応のため県内消防網を整備する全国にさきがけての事業などが盛り込まれています。

【着目の事業】■ロボット共生社会推進事業（２９５３万円）＝

セーリングＷ杯シリーズ江の島大会の際、自動運転バスで来場

者を輸送する実証作業に取り組む■災害時応急体制の整備（３５億４８７４万円）＝県内の２４消防本

部の１８指令センターのネットワークを整備、大災害時に迅速、的

確にオペレーションできる体制をつくる■私立高校等生徒学費補助金の充実（４６億９４１０万円）＝これ

まで年収約２５０万円未満の家庭の生徒に国と県が補助支援して

授業料の実質無償化を進めてきたが、これを年収約５９０万円未

満に拡充する
■部活動指導員配置事業（１２７４万円）＝教員の多忙化を解消す

るため、まず県立高校１０校に配置■県産野菜を活用したムラサキウニ養殖の技術開発（３８１万

円）＝三浦にある県水産技術センターが３年間をめどに行う技術

開発。三浦の特産品のキャベツの不用品を餌に使いムラサキウ

ニを大量に養殖して特産品にしていこうという事業

県政を

身近に
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　12月に行った代表質問により、平成30年度当初予算で「福祉タクシー車両導入促進事
業費補助(3750万円)」が新たに計上されま
した。障がい者や高齢者の方々など移動が
困難な「移動弱者」が社会参加に対する障
壁を乗り越えるために必要なのが移動手段
の確保です。車いすのままで乗車できるス
ロープなどが装備された、ユニバーサルデ
ザインタクシー（ＵＤタクシー）など福祉タク
シー車両が移動手段として有用であること
から、タクシー事業者等の福祉タクシー車
両購入に対して補助することとなりました。

絹
世 の

磯子区内には４３基の庚申塔があります。その中で、最

古の庚申塔（台座含む高さ約１８０㎝×幅７０㎝）が中原

二丁目の願行寺境内にあります。これは、塔婆に似た形をしていることから「塔婆形庚申塔」と呼ばれるもので

す。塔には、「寛文５（１６６５）年２月３日近村念仏講中」と刻印されていることから造立時期が分かります。また、

碑面には「大無量寿教」２００文字の経文が彫られており、その下には三猿が彫刻されています。上中里町にある随縁寺境内に「笠付き庚申塔」があり

ます。「元禄５（１６９２）年霜月五日（１１月５日）」と造立年

月日が刻まれています。碑面には「奉勸請帝釋天王」の文字と三猿（さんえん）が描

かれています。庚申信仰と結びついている三猿は、もともと中国から伝わったもの

で、室町時代に青面金剛と習合して広まりました。「見ざる・聞かざる・言わざる」の

三つの表情は、「ひとの欠点を見ない、悪口を聞かない、悪口を言わない」と言う戒

めの言葉、教えといわれています。

参考：磯子の史話・磯子に残る石仏（久良岐かたりべの会資料）・庚申塔調査員の話

　6月は「土砂災害防止月間」です。県では、磯子区の土砂災害特別警戒区域の指定手続きを進めていま

す。現在、「神奈川県土砂災害情報ポータル」や県砂防海岸課、横浜川崎治水事務所及び横浜市建築局企

画部建築防災課で基礎調査結果を閲覧することができます。

画部建築防災課で基礎調査結果を閲覧することができます。

あらい絹世の

県議会議員

  っ子レポート

磯磯磯磯磯磯磯磯磯磯磯 子電気自動車、ロボット、就労支援、働き方改革などに着目

今期は産業労働部門を対象とする常任委員会に所属

神奈川県議会では議員が所属する常任委員会と特別委員会を１年ごとに決めており、私は５月２４日から１年間、産業

労働常任委員会と、ともに生きる社会推進特別委員会に所属することになりました。いずれも初めてで、特別委員会は

委員長を担うことになりました。
同特別委は２０１６年、相模原にある県の知的障がい者福祉施設で大勢の入所者が犠牲となった事件をきっかけに昨

年、ともに生きるかながわ憲章推進特別委員会として設置されたものです。ともに生きる社会の推進、インクルーシブ教

育の推進、障害者の生活支援などについて調査します。

世界は今、グローバル化、情報技術の進展、少子高齢化による新しい時代に合わせて経済や産業、社会の構造を作り

替えていく必要に迫られていますが、神奈川県でもこれに関連しての産業振興、働き方などの施策への取り組みを行い

ます。県の産業労働部門の本年度当初予算は一般、特別両会計合わせて３３６億余円。具体的な取り組みとしては次の

６つの施策に着目しました。 
■ワークプレイスチャージング導入事業【２，２５０万円】＝電気自動車導入促進のためのモデル事業を始める。電気自動

車で通勤している従業員が職場で充電するワークプレイスチャー

ジングを行っている民間事業者が充電施設を設置する際、補助を

行う（公募で決定）。車と施設の間で双方向充電ができる型の充電

施設の設置は全国的にも珍しい。

■中小企業・小規模企業振興事業【９７４万円】＝国の承継税が事

業者にとって使いやすくなったことに関し、同税についてのマニュ

アルを作成して配布する。
■ロボット共生社会推進事業【２，９５３万円】＝秋以降、藤沢市辻

堂の大型ショッピング内外でさまざまなロボットと人が接触する場

を設け、“県民にとっての見える化”を推進する。

■商店街魅力アップ事業費補助【３，０００万円】＝補助対象に新た

に外国人観光客受け入れや商店街観光ツアーも加える。

■就業支援の充実【2億２，０６2万円】＝若年者向けでは中小企業

の企業説明会、中高年者では企業と高年齢者の交流会を開くなど。

■働き方改革推進事業【１，６９５万円】＝働き方改革についての手

引を記した冊子を作り（９万50００部の予定）配布する、同改革の相

談会を開催するなど。

県政を
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今年度所属する産業労働常

任委員会では、以前より私が取

り組んでいる「仕事と介護の両立」

についても所管しています。昨年12月の代表

質問では「介護離職を防止するためには、優

良な取り組みを行っている企業を県が認証す

る制度を創設し、多くの企業に仕事と介護の

両立の取り組みを促すべきではないか」と提

言し、「仕事と介護を両立させるための優れた

取り組みを行っている模範的な企業を県が認

証する制度の創設について具体的に検討す

る」との答弁をいただきましたが、今後の常任

委員会でも取り組みに向け議論して参ります。

絹
世 の

　本県の総人口は2020年頃にピークを迎えその後減少、また、2040年には６５歳以上の人口が33.1％となることが見

込まれています。人口減少、高齢化などこれらの進展が急速・急激すぎるためさまざまなひずみも生じ、今後、県と市町村

が圏域連携を進め協働を進めていく必要があり、県の役割は益々重要となってきます。また、日本政府も情報産業や観

光の振興、外国人の受け入れ、地方活性化、水道事業の民営化、社会福祉対策の見直しなどに関連する対策を打ち出し、

法整備を進めています。そしてこれらをスムーズに進めるのは運営を担い、現場と向き合う中で私たちの生活に大きく

影響を与える地方自治体や議会の役割、力量です。今年はこの取り組みが本格的になる一方、春の統一地方選挙の意義

もより高いものになります。私も県政への適切な提言を一層、発揮していく決意です。

今年は自治体や議会の役割・取り組みが一層大切になる年
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　「オーラルフレイル」の概念は未だ新しく、考え方の普及には先ず
「オーラルフレイル」の言葉を広める事が重要です。「神奈川県歯及
び口腔の健康づくり条例」を改定し、条例に「オーラルフレイル」を
入れることで県民への普及・啓発が進むのではないかと考えます。

2018年2月号（Vol.92）
オーラルフレイルの予防で健康・長寿を
神奈川県が全国に先駆けて取り組み

　環境農政常任委員会での事業は、生活環境・自然環境の保全や農林水
産業の活性化など県民の身近な生活に関するものです。県民の快適な生
活や密着した地域の産業振興を進めるためにも平成30年度予算が適切
に執行されるよう注視していかねばなりません。また、本県においては今
後人口減少が進みます。人口というのは「人の口」。人口減少は人の口が
減る事、国内の食料消費が減少していく事であり、神奈川の農水産業を
活性化させるためには、今後新たな取り組みを進める必要があります。

2018年5月号（Vol.95）
箱根の火山活動、農水産物育成への対策など
神奈川県議会・環境農政常任委員会関係予算

　ME-BYOコアセンター内の県展示施設では未病という概念にふ
れる事が出来るので、県民に「未病」の概念が広がる機会となりま
す。また、BIOTOPIAが人口減少が進む県西地域の活性化につな
がることが期待出来ます。

2018年3月号（Vol.93）
県の「未病」施策推進の拠点施設「BIOTOPIA」
大井町に新設、まず中心部分を４月に開設

　12月に行った代表質問により、平成30年度当初予算で「福祉タ
クシー車両導入促進事業費補助(3750万円)」が新たに計上されま
した。障がい者や高齢者の方々など移動が困難な「移動弱者」が社
会参加に対する障壁を乗り越えるために必要なのが移動手段の確
保です。車いすのままで乗車できるスロープなどが装備された、ユニ
バーサルデザインタクシー（ＵＤタクシー）など福祉タクシー車両が
移動手段として有用であることから、タクシー事業者等の福祉タク
シー車両購入に対して補助することとなりました。

2018年4月号（Vol.94）
共生社会実現、防災、子育て支援などに重点
一般会計１兆８３２８億円 神奈川県の２０１８年度当初予算

　今年度所属する産業労働常任委員会では、以前より私が取り組んでいる「仕
事と介護の両立」についても所管しています。昨年12月の代表質問では「介護
離職を防止するためには、優良な取り組みを行っている企業を県が認証する制
度を創設し、多くの企業に仕事と介護の両立の取り組みを促すべきではない
か」と提言し、「仕事と介護を両立させるための優れた取り組みを行っている模
範的な企業を県が認証する制度の創設について具体的に検討する」との答弁
をいただきましたが、今後の常任委員会でも取り組みに向け議論して参ります。

2018年6月号（Vol.96）
電気自動車、ロボット、就労支援、働き方改革などに着目
今期は産業労働部門を対象とする常任委員会に所属

この1年間に
発行しました
「磯っ子レポート」を
まとめました。
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　10月は未
病月間です

。月間を中心
に、県内各地

で未病コン
セプトを普及

するための
講演会等が

開催され

ます。横浜市
内では、11

月10日にパ
シフィコ横浜

で「未病改善
県民シンポ

ジウム」、12
月1日にクイ

ーンズ

スクエアで「
健康チャレン

ジフェアかな
がわ2018」

が実施され
ます。

ス
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ブロック塀安
全対策、ＳＮＳ

活用相談事業
…

県議会第３回
定例会で補正

予算案など審
議

　今年の神
奈川県議会

第３回定例会
が９月７日に

開会し、１２月
２１日までの

予定で開か
れています

。知事からは
一般

会計補正予
算案、収入印

紙、医療法施
行、県建築基

準などの各
条例の一部

改正案も含
め１９議案が

提出されて
審議

中です。後半
からは昨年

度予算の決
算案につい

ての審議も
行われます

。この中で注
目されるの

は補正予算
案で、

今回提出さ
れたものは

総額５億５,５
６５万円で比

較的小規模
のものです

が、事案は今
日の世の中

の動きを反
映し

たものが多く
含まれてい

ます。

　今年６月に
発生した大阪

府北部を震
源とする地震

で小学校の
プールの塀

が倒れ、登校
中の４年生女

児が死亡した

事故を受け
、コンクリー

トブロック塀
のチェックと

安全対策が
全国的に展

開されてい
ますが、神奈

川県でも各
地の

出先機関、県
立高校、警察

関連といった
県所有施設

のブロック塀
のチェックを

行い、その建
て替えや補

修を行う安全

対策費が盛
り込まれまし

た。また県が
行っている児

童虐待防止
、子ども貧困

対策、女性に
関する各相

談の方法とし
て

新たにＳＮＳ（
インターネッ

トを介して人
間関係を構

築できるスマ
ホ、パソコン

用サービス）
を活用した事

業も始めるた

めの費用、さ
らに国連の

意向に沿う
もので、今年

６月、神奈川
県が国の選

定を受けた
ことで取り組

むSDGs（持
続

可能な開発
目標）適応の

計画の促進
事業費など

も盛り込まれ
ています。

【コンクリー
トブロック塀

の安全対策
費】

　県では所
有施設にあ

るブロック塀
について、地

震により崩れ
る心配がな

いかなど安
全性の一斉

点検を7月か
ら

9月初旬にか
けて行いまし

た。その結果
、直ちに倒壊

する恐れの
あるものは見

つかりません
でしたが、合

計71施設

の149カ所
について補

正予算案に
計上した3億

1,290万円
の

安全対策費
でブロック塀

の建て替え
や補修など

を行うことに

しました。工
事は年内に

取り掛ると
いうことで

す。これらの
内

訳は出先機
関などが14

施設16カ所
、磯子工業高

校など県立

高校14施設
42カ所、藤

沢北署、南区
にある県警

中村町分庁

舎など警察
関連が43施

設91カ所と
なっています

。

【ＳＮＳを活
用した相談事

業の試行的
な取り組み】

　2,806万
円。児童虐待

など３つの相
談事業につ

いて新たに

「ＬＩＮＥ」を
利用しての相

談事業を始
めます。広報

活動の後、2
月

に試行、3月
に効果・課題

の検証を行
ったうえ、来

年度から事
業

を始めます
。

【ＳＤＧｓ推
進事業】

　6,000万
円。国に選

定された「Ｓ
ＤＧｓ未来都

市」「自治体

ＳＤＧｓモデ
ル事業」の計

画について
3年継続で

実施します
。

まずＳＤＧｓ
の普及啓発

や藤沢の住
宅地での住

民個々に応
じ

たケア手法
の確立など

の実証活動
を行い、社会

的課題につ
な

がるのか評
価を行うこと

にしています
。
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今回の補正
予算は額が

少な

いものの、県
有施設のブ

ロック塀

の安全対策
や平成30年

7月豪雨・台
風12号

により全国各
地で甚大な

被害が発生
したこ

とを踏まえ、
 本県におけ

る大規模風
水害に

対する「未然
防止の取り組

み（県管理海
岸等

に監視カメラ
の設置や緊

急速報メー
ル機能

に土砂災害
警戒情報を

追加するなど
5,900

万円）」を行
うものです

。県民の安全
安心を

守るためにも
早急に対応

する事業です
。

絹 世 の

　１０月１５日から１１月３０日まで神奈川県では「秋のかながわ献血キャンペーン」を実施しています。県で

は一日約９００人の献血が必要ですが、平成２９年度では約29万８千人（計画の９６．５％）。安定的に血液製

剤を届けるために献血にご協力ください。横浜駅西口・東口など県内には８か所の献血ルームがあります。

剤を届けるために献血にご協力ください。横浜駅西口・東口など県内には８か所の献血ルームがあります。
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２０２１年の「ねんりんピック」は１１月６～９日に
神奈川県がビッグイベントへの準備状況報告

　神奈川県では来年２０１９年のラグビーワールドカップ日本大会（９月２０～１１月２日、全国１２会場で開催）の決勝

戦が行われ、２０２０年の東京オリンピック（７月２２日・福島でソフトボール試合、２４日に開会式～８月９日に閉会

式）・パラリンピック（８月２５～９月６日）には一部の競技の会場となり、２０２１年には全国の６０歳以上の人たちのス

ポーツを中心とした交流の行事・全国健康福祉祭（ねんりんピック）の初の神奈川大会が開かれます。第３４回全国

健康福祉祭の開催の会期が２０２１年１１月６日から９日までの４日間と決まり、競技種目は２０２０年の岐阜大会と同

じく史上最大規模のものになります。【ラグビーワールドカップ日本大会】　大会は札幌から熊本まで全国の１２カ所で開かれますが、地元の横浜国際総合競技場では（各組内での）プー

ル戦、準決勝、決勝合わせて７試合が行われます。県や横浜市では大会を盛り上げるためのさまざまなイベントを

開催していますが、１０月２７日には強豪国のニュージーランドとオーストラリアが８０年以上にわたって対戦して

きたブレディスローカップが同競技場で開かれ、本場のラグビーが披露されました。チケット販売は今年３～４月に

開催都市市民を対象にした先行抽選販売され、９月１９～１１月１２日には一般抽選販売が行われており、ラスト

チャンスの一般先着販売が来年１月１９日から行われます。

【東京オリンピック・パラリンピック】　オリンピック時、神奈川県内では江ノ島でのセーリングなど４競技が行われますが、県内での聖火リレーの日程が６

月２９日から７月１日と決まりました。ルートなどについては設置

する聖火リレー県実行委がオリンピック組織委と検討を進めて

いくということです。【第34回ねんりんピック】　昭和６３（１９８８）年の兵庫県での第１回大会以来毎年、全国の都道府県持ち回りで開かれており、２０２１年には神奈川県で初めて開催されます。正式名称は「第34回全国健康福祉祭神奈川・横浜・川

崎・相模原大会」。期間は１１月６～９日、行われる３１種目の各

会場となる市町が先ごろ決まりました。種目は卓球、テニス、

ゲートボールなどスポーツ交流１０種目、サッカー、太極拳など

ふれあいスポーツ交流が１７種目、囲碁、俳句など文化交流が４

種目。大会と併せスポーツ吹き矢、パッチワーク、民謡などの９

種目も行われます。観客も含めた参加人員は延べ約６０万人

（選手・役員は約１万人）に上ると見込まれています。
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2021年に開催される第３４回ねんりんピックは、横浜国際総
合競技場で総合開会式が行われます。また、
期間中は２６市町で３６種目が開催され、選
手以外にも多くの観客が県外から訪れる事
が見込まれます。ラグビーワールドカップやオ
リ・パラで訪れる事が予測される訪日観光客
とは異なる視点で神奈川県の魅力を伝える
観光施策を考える必要があります。

絹
世 の

ねんりんピック シンボルマーク

　2016年
７月26日に

、県立障害
者「津久井

やまゆり園
」で大変痛

ましい事件
が発生しま

した。事件を
風化

させず、とも
に生きる社

会を実現し
ていくことを

目指して７月
24日～30日

を「ともに生
きる社会か

ながわ推

進週間」に
定めていま

す。
進週間
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従業員の仕
事と介護の

両立支援

県が優良企
業の認証制

度を創設

県では６月１
２日、従業員

のワーク・ラ
イフ・ケア・

バランス（仕
事と介護の

両立）を積
極的に支援

する県内の
優良

企業を「かな
がわサポー

トケア企業
」として認証

する制度を
創設しました

。日本では急
激な少子高

齢化によっ
て高齢

者の介護と
労働力の不

足が大きな
問題となっ

ていますが
、この問題の

極みとして
、働き盛りの

人たちが親
の介護の

ために仕事
を辞めたり

、転職を余儀
なくされ、大

きな生活不
安を抱える

ようになって
しまうケー

スがあり、そ
の支援策

が大きな課
題になって

います。国の
調査でこれ

らの人たち
は毎年９万

人前後に上
ります。問題

の対策には
、両立して

働き続けら
れるよう企

業の理解や
支援策の在

り方が重要
との指摘が

あり、このた
めに行政も

企業の

取り組みを
推進するよ

う働きかけ
ていこう、と

いうもので
す。仕事と介

護の両立に
関連する施

策とし

て県では従
業員の子ど

も・子育て支
援に取り組

む事業者を「
かながわ子

育て応援団
」として認証

する

制度を２００
７年度から

始めており
、対象事業者

は２０１８年
１月現在、５

２５者に上っ
ています。

認証制度の
要領は―

■応募の対
象＝県内に

本店、支店、
事務所等が

あり県内で
事業活動を

行っている
企業、団体等

。

■認証基準
＝①介護休

業、介護休
暇等に関す

る事項を社
内で制

度化してい
る　②仕事

と介護の両
立に関する

担当者を決
めてい

る　③仕事
と介護の両

立に向けた
雇用環境を

整備し、次の
取り

組みを一つ
以上実施し

ている　④
従業員に対

し①～③で
定めて

いる制度や
措置等の利

用促進を図
っている（研

修などを通
じ従業

員に周知す
るようにして

いる）―こと
が必要。③

で挙げられ
てい

る取り組み
は「経済的

な支援制度
を設けてい

る」「家族の
介護を

理由に退職
した人への

再雇用特別
措置を設け

ている」「法
律に定

める介護休
業（年間93

日まで）や介
護休暇（同５

日以内）に関
する

事項を上回
る制度を社

内で制度化
している」が

示されてい
る。

■認証期間
＝認証日か

ら3年

■認証を受
けるメリット

＝①県の労
働機関紙、セ

ミナーなど
で認証

企業を積極
的にＰＲする

　②自社の
広報に認証

マークを使
用で

きる　③県
の入札参加

資格登録で
優遇措置を

得られる。

■応募＝申請
書に必要事

項添付の上
、県労政福祉

課へ郵送で
。

　1回目の
応募は8月

31日までに
受け付け、認

証企業の公
表は

10月に予定
。
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今後さらに
少子高齢化

が進

む中で、生産
年齢人口の

減少が

見込まれる
ことから、介

護離職を防

止することは
、働く方本人

や家族にと
っても、

企業にとっ
ても、そして

社会にとっ
ても喫緊

の課題です
。企業自ら取

り組むことが
重要で

すが、行政が
企業の取組

を後押しす
るような

施策も有効
ではないか

と考え、昨年
１２月の

代表質問で
「介護離職

防止に向け
、優良な

取組を行っ
ている企業

を県が認証
する制度

の創設」を私
より提案し

、今回の制度
創設に

至りました。

絹 世 の

年末は、振
り込め詐欺

が増える季
節です。「急

にお金が必
要！用意して

！」 「キャッ
シュカード

を預かりま
す。」 

「ＡＴＭで
医療費を還

付します。
」などの言

葉を電話で
聞いたら「

サギ」です
。犯人は留

守番電話を
嫌いま

す。常に留
守番電話の

設定をし、
留守番電話

が作動する
前には取ら

ないようお
願いします

。

す。常に留
守番電話の

設定をし、
留守番電話

が作動する
前には取ら

ないようお
願いします

。
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来年４月から
施行、損害賠

償保険加入義
務化

県が自転車安
全利用促進条

例の制定を準
備

　神奈川県
では、自転

車による歩
行者への衝

突事故が多
発化する傾

向にあるこ
となどを受

け、新たに「
神奈川

県自転車の
安全で適正

な利用促進
に関する条

例」を制定
することに

して準備作
業を進めて

おり、先ご
ろその素

案が県議会
防災警察常

任委員会に
報告されま

した。条例
のポイント

は、自転車
利用者が万

一の事故に
備えて事

前に自転車
損害賠償

保険に加入
しておくこ

とを義務化
している点

。県は１０月
から１１月

にかけて素
案につい

ての県民か
らの意見の

聴き取りを
済ませてお

り、来年２
月、条例案

を県議会に
上程して３

月の議決、
４月から施

行すること
を目指して

います。

　
　今回の自

転車安全利
用促進条例

の制定には
、国が２０１

７年、自転
車活用促進

法を施行し
、今年６月

に自転車

活用促進計
画を公表し

て、地方公
共団体に「

条例などに
より自転車

損害賠償保
険加入促進

を図ってい
く」方針

を示した背
景がありま

す。他方、
自転車によ

る交通事
故は増加

傾向にあり
、神奈川県

では昨年
には前年よ

り

１１．２％多
い６５４６件

が発生、６４
０５人が負

傷、２１人が
死亡してい

ます。県内
の事故では

自転車と歩
行者の衝

突事故が増
加傾向にあ

ることが特
色といいま

す。衝突事
故といえば

、昨年１２月
、川崎市麻

生区の市道
で、両手

にスマ―ト
フォンと飲

み物を持っ
たまま自転

車を運転し
ていた女子

大生が歩行
中の女性（

77）に衝突
し、２日後

に女性が死
亡するとい

う悲惨な出
来事が思い

浮かびます
。自転車も

車であると
いう認識と

、それに見
合った運

転マナーが
大事である

ことを痛感
させられも

します。

　
　条例には

、「県や県
民、自転車

利用者、事
業者等の

責務」、

「学校や
家庭におけ

る自転車の
交通安全

教育等」、「
自転車

の点検整備
及び防犯体

制」、「自転
車損害賠償

保険等の加
入

や加入の確
認」等の事

項を盛り込
む事を検討

しています
。

　近隣都
県での同

条例策定
の状況をみ

ると、今年
４月から

施行の埼玉
県が保険加

入を義務化
、東京と千

葉では保険
加

入が努力
義務となっ

ています。
神奈川県

内の自治体
では相

模原市が今
年7月から

、保険加入
を義務化し

た条例を施
行し

ています。

　自転車向
けの保険と

して全日本
交通安全

協会・損保
ジャ

パン取り扱
いの「サイ

クル安心保
険」の保険

料は年間１
２３０

円で、自動
車保険や

火災保険
の特約とし

て加入する
方法も

あるそうで
す。
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検討して
いる条例

で、自

転車損害
賠償保険

に加入して

おくことを
義務化し

ていますが
、未加入

に対しての
罰則規定を

設けること
は検討

していませ
ん。自転車

による交通
事故は

増加傾向
にある事か

ら万一の
事故に備

えるべきと
いう趣旨で

、加入に関
しては

自転車販
売店など

の協力を
得ながら加

入促進に取
り組んでい

きます。

絹 世 の

　９月はベトナム月間！ 9月7（金）から9日（日）、4回目を迎える「ベトナムフェスタin神奈川2018」が開催さ

れ、今月は各地域でベトナム関連イベントも実施されます。また、日本とベトナム「外交関係樹立45周年」を

迎える本年はハノイ市で「KANAGAWA FESTIVAL in HANOI」が開催されます。

迎える本年はハノイ市
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川崎中心に70万平方㌔が浸水の恐れ

県が東京湾での高潮被害想定を発表

　台風のシーズンを迎えていますが、近年、台風が大型化する中でこ

の被害も大きくなっています。気圧の低下による海面の上昇と強風に

より海水が海岸に吹き寄せられることで発生する高潮の被害も目立

つようになってきています。2017年10月の台風21号では、高潮に

より藤沢市の湘南港の護岸フェンスが破損したり、磯子区の港湾施設

でも被害が発生しました。高潮対策の第一弾として神奈川県では東

京湾に面した県内の地域（川崎、横浜、横須賀、三浦）における高潮被

害の想定案をまとめ8月10日に発表しました。

　それによりますと、高潮の浸水が想定される区域は芦ノ湖の約10倍に相当する約７０万平方㌔に及び、中でも湾

の奥に位置し多摩川と鶴見川にはさまれたエリアで深刻な被害が想定されるとしています。川崎市川崎区ではほぼ

全域が浸水し、ＪＲ川崎駅東側では浸水が最大５㍍に達し、横浜駅周辺も水深３㍍の被害が見込まれています。横浜

市では沿岸部全域がほぼ浸水被害を受けると想定されますが、磯子区では沿岸の埋立地周辺がこれに相当します。

県ではこの想定案を基に、今年度中に「浸水想定区域」を指定し、各市と相談しながら図面の作成を行うことにして

います。続いて今年度、湘南や西湘の相模湾に面した地域での浸水被害想定の検討に着手し、来年度の区域指定を

目指して作業を進めることにしています。

　これは想定しうる最大規模の高潮の浸水区域を明らかにし

避難体制の充実・強化を図ることを目的に国が２０１５年度に水

防法を改正したことに伴うもので、県では昨年度、学識経験者、

県、沿岸市による「東京湾沿岸高潮浸水検討会」を設置して作

業を進め、８月の同浸水想定連絡会のシミュレーション結果を

踏まえて公表したものです。今年３月には東京都が全国で初め

て、高潮浸水想定図を公表（２３区の３割で浸水、最大深さ１０

㍍）しましたが、今回の県の想定図発表はこれに次ぐものです。

　今回の作業では「想定しうる最大規模の台風」として中心気

圧が室戸台風の規模を持ち、伊勢湾台風の暴風半径とスピード

で進む台風を想定して行いました。各市では県の浸水想定区域

の指定を基に、地域防災計画に「高潮水位情報の伝達方法」

「避難場所、避難経路」などを加え、ハザードマップを作り、市民

に周知を図る段取りになっています。

県政を

身近に
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今後、県では「高潮浸水想定

区域」の指定を行い、より詳細

な浸水状況を把握できる図面を今

年度中に公表します。これを受け沿岸市では

ハザードマップの作製を進める事となります。

川の氾濫に対する「洪水ハザードマップ」や

土砂災害が発生した場合の「土砂災害ハ

ザードマップ」はすでに磯子区のHPから閲覧

できますので、是非ご自宅付近の状況を確認

して下さい。

絹

世 の

高潮により湘南港護岸フェンスが倒壊

あらい絹世
プロフィール

●昭和43年3月8日　横浜市磯子区生まれ
●横浜雙葉小・中・高等学校卒業
●明治学院大学社会学部社会福祉学科卒業
●日商岩井㈱ / ㈱メタルワン
●自民党かながわ政治大学12期生

●平成27年4月　県議会議員2期目当選
●産業労働常任委員会委員
●ともに生きる社会推進特別委員会委員長
●美しい環境づくり推進協議会委員
●政務調査会副会長

あらい絹世に対するご意見・ご感想・ご要望・メッセージをお寄せ下さい FAX 045-751-7600

　今後さらに少子高齢化が進む中で、生産年齢人口の減少が見込
まれることから、介護離職を防止することは、働く方本人や家族に
とっても、企業にとっても、そして社会にとっても喫緊の課題です。企
業自ら取り組むことが重要ですが、行政が企業の取組を後押しする
ような施策も有効ではないかと考え、昨年１２月の代表質問で「介護
離職防止に向け、優良な取組を行っている企業を県が認証する制度
の創設」を私より提案し、今回の制度創設に至りました。

2018年7月号（Vol.97）
従業員の仕事と介護の両立支援
県が優良企業の認証制度を創設

　新税が検討されていた当初、税の使途は間伐などの森林整備に
限定されており、譲与額は森林面積に応じて配分されることとなって
いました。本県は、約45億円の徴収に対して譲与額が約2億円となる
ことから「受益と負担の割合が著しく公平を欠く」と島村大参議院議
員をはじめ県内選出の国会議員が懸念を表明しました。その結果、
木材利用の促進などが税の使途に追加。譲与基準に人口も加味さ
れ、県内の譲与額は約15億円に増加されることとなりました。

2018年8月号（Vol.98）
森林整備政策、来年度から拡充へ
県の水源地対策に加え国も新制度

　今後、県では「高潮浸水想定区域」の指定を行い、より詳細な浸水
状況を把握できる図面を今年度中に公表します。これを受け沿岸市
ではハザードマップの作製を進める事となります。川の氾濫に対する
「洪水ハザードマップ」や土砂災害が発生した場合の「土砂災害ハ
ザードマップ」はすでに磯子区のHPから閲覧できますので、是非ご自
宅付近の状況を確認して下さい。

2018年9月号（Vol.99）
川崎中心に70 万平方㌔が浸水の恐れ
県が東京湾での高潮被害想定を発表

　今回の補正予算は額が少ないものの、県有施設のブロック塀の安
全対策や平成30年7月豪雨・台風12号により全国各地で甚大な被
害が発生したことを踏まえ、 本県における大規模風水害に対する
「未然防止の取り組み（県管理海岸等に監視カメラの設置や緊急速
報メール機能に土砂災害警戒情報を追加するなど5,900万円）」を
行うものです。県民の安全安心を守るためにも早急に対応する事業
です。

2018年10月号（Vol.100）
ブロック塀安全対策、ＳＮＳ活用相談事業…
県議会第３回定例会で補正予算案など審議

　2021年に開催される第３４回ねんりんピックは、横浜国際総合競
技場で総合開会式が行われます。また、期間中は２６市町で３６種目
が開催され、選手以外にも多くの観客が県外から訪れる事が見込ま
れます。ラグビーワールドカップやオリ・パラで訪れる事が予測される
訪日観光客とは異なる視点で神奈川県の魅力を伝える観光施策を
考える必要があります。

2018年11月号（Vol.101）
２０２１年の「ねんりんピック」は１１月６～９日に
神奈川県がビッグイベントへの準備状況報告

　検討している条例で、自転車損害賠償保険に加入しておくことを
義務化していますが、未加入に対しての罰則規定を設けることは検
討していません。自転車による交通事故は増加傾向にある事から万
一の事故に備えるべきという趣旨で、加入に関しては自転車販売店
などの協力を得ながら加入促進に取り組んでいきます。

2018年12月号（Vol.102）
来年４月から施行、損害賠償保険加入義務化
県が自転車安全利用促進条例の制定を準備


